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第 3 章 RFスパツタエッチングによる PTFEの表面特性変化
突起の生成した PTFE表面について，表面特性を調べ，突起による物理的形状変化による影響が大き
いことを述べている。
第 4 章 工学的応用
PTFEの接着性改善効果とその工学的利用価値の高い乙とを述べている。
第 5章結論
























空間中 iこ生じた励起された C2 F4 などの分解生成物が表面 iこ逆拡散して凸部に付着，重合することに
よって針状突起が生じることを推論している。
(V) RFスパッタ・エッチで表面処理された PTFEの接着性の向上は前述のように表面に針状突起がで
きるための物理的原因によっているから，紫外線照射などで低下せず，ナトリウムなどの化学処理によ
るものと比べて優れた特性を示すこと，また電気的絶縁性も未処理のものと変わらないことを明らか
にし実用化に成功している。
以上述べたように本論文は放電と高分子表面の相互作用に関する多くの新知見を含み高分子絶縁材料
の絶縁性，接着性向上のための指針を与えるものであり，電気材料工学に寄与する所が大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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